


～亀岡市手話言語等コミュニケーション条例の制定に向けて～

こんにちは ありがとう

　平成30年4月に「（仮称）亀岡市手話言語等コミュニケーション条例」の制定・施行を目標に、只
今、中身について条例素案作成委員会を編成し、検討しているところです。
　条例素案作成委員会では、障害者団体やその支援者、相談支援事業者により、幅広い検討が進ん
でいます。
　この条例は、手話をひとつの言語と認め、あらゆる障害者が必要とするコミュニケーション手段
の普及を促進することにより、「障害のある人もない人もすべての市民がお互いに人格と個性を尊
重し、支え合いながら生きる地域社会を実現する」ことを目指すものとなっています。

≪会議の様子≫
　条例素案作成委員会は年内に3回行われ、その後に直接みなさんに意見を求めるパブリックコメ
ントを行う予定です。
　下の写真は、平成29年9月29日に行われた1回目の会議の様子です。

～さて、皆さんも条例制定に先んじて手話を少し学んでみましょう～

（仮称）

①≪チョキ≫を時計の針（短針と長針）にみたて、
　それを額に当て、『12時（正午）』＝『昼』を表します。
②人さし指を人にみたて、向かい合わせにして、お辞
　儀をしているみたいに指を折り曲げます。

手の甲に反対側の手を直角に軽く当てて拝むようにする。
勝利力士の手刀を切るしぐさからきています。
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～手話で自分の名前を表現してみましよう～


